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『
類
雑
集
』
の
動
物
表
現

そ
の
（
１
）
―
「
蛇
」
に
ま
つ
わ
る
話
を
手
が
か
り
に
―

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

一
、
は
じ
め
に

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
で
は
、
大
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
近
世
の
唱
導
資
料
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
近
年

は
、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
『
類
雑
集
』
を
研
究
対
象
と
し
て
、
出
典
研
究
を
進
め
て
い
る
。
前
号
の
中
間
報
告
で
は
、『
類

雑
集
』
巻
八
に
引
用
さ
れ
た
「
一
角
仙
人
説
話
」
を
て
が
か
り
に
、
『
類
雑
集
』
が
ど
の
よ
う
な
書
物
に
影
響
を
う
け
て

い
る
の
か
、
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
く
わ
え
た
。
具
体
的
に
は
、
「
一
角
仙
人
」
説
話
は
、
経
典
、
注
釈
書
、
説
話
、

和
歌
、
能
へ
と
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
る
作
品
で
あ
る
が
、
『
類
雑
集
』
の
「
一
角
仙
人
譚
」
は
、
経
典
類
か
ら
の
引
用

を
主
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
書
物
の
影
響
を
考
え
た
と
き
に
、
『
三
国
伝
記
』
や
『
宝
物
集
』
に
み
ら
れ
る
同
説
話

か
ら
の
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ
な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
試
論
を
述
べ
た
。
た
だ
し
、
『
類
雑
集
』
の
生
成
に
関
す

る
書
物
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
熟
慮
し
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
本
稿
は
、
『
類
雑
集
』
の
特
徴
を
表
現
機
構
か
ら
考
察
す
る
研
究
の
一
端
で
あ
る
。
本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
こ
れ
ま
で
、
「
敬
語
表
現
」
や
「
注
記
表
現
」
な
ど
に
着
目
し
、
『
類
雑
集
』
の
表
現
の
特
徴
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を
報
告
し
て
き
た
。
本
稿
は
、「
動
物
表
現
」
の
う
ち
、「
蛇
」
に
着
目
し
た
。
そ
の
目
的
は
、『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
」

は
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
語
と
関
連
性
が
あ
る
の
か
、
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
項
で
は
『
類
雑
集
』
の
「
基
礎
的
事
項
」
を
確
認
し
、
第
三
項
で
は
「
蛇
の
用
例
」
六

十
八
例
を
整
理
す
る
。
第
四
項
で
は
用
例
中
に
見
え
る
「
関
連
語
」
を
整
理
し
、
と
く
に
着
目
す
べ
き
語
の
定
義
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
使
用
さ
れ
た
文
脈
に
考
察
を
く
わ
え
る
。
第
五
項
で
は
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
ま
と

め
、
第
六
項
で
は
、
平
安
時
代
の
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
い
て
、
作
者
が
見
た
夢
に
出
て
く
る
「
蛇
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ

た
大
場
朗
氏
の
指
摘
を
ま
と
め
た
。
第
七
項
で
は
、
『
類
雑
集
』
と
『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
蛇
」
の
用
例
の
違
い
、
す
な
わ

ち
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
「
蛇
」
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

な
お
、
本
稿
は
、
近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
大
正
大
学
名
誉
教
授
大
場
朗
先
生
に
ご
助
言
い
た
だ
き
、
研
究

会
を
代
表
し
て
、
第
二
項
～
第
五
項
を
北
林
茉
莉
代
氏
、
第
一
項
と
第
六
項
～
第
七
項
を
平
間
尚
子
が
執
筆
を
し
た
。

二
、
『
類
雑
集
』
と
は

『
類
雑
集
』
は
、
近
世
初
期
成
立
と
推
定
さ
れ
る
唱
導
資
料
で
あ
る
。
版
本
は
二
種
あ
り
、
「
慶
安
四
年
辛
卯
暦
十
月

吉
辰

石
黒
庄
太
夫
板
本
」
の
刊
記
を
持
つ
も
の
（
「
慶
安
四
年
版
」
）
と
、
後
印
本
と
考
え
ら
れ
る
「
明
暦
三
丁
酉
年

三
月
吉
辰
寺
町
通
圓
福
寺
前
町
秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」
の
刊
記
を
持
つ
も
の
（
「
明
暦
三
年
版
」）
が
あ
る
。
と
も
に
、

十
巻
お
よ
び
目
録
一
冊
の
、
計
十
一
冊
か
ら
な
る
。

牧
野
和
夫
氏
は
、
『
類
雑
集
』
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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十
巻
を
、
門
別
に
分
か
ち
、
各
門
、
「
事
」
書
に
て
項
目
を
立
て
、
諸
書
よ
り
の
引
文
を
以
て
当
て
る
。
則
ち
、
門

別
分
類
し
た
要
文
集
・
要
語
集
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
実
用
書
の
常
と
し
て
、
諸
書
よ
り
の
抜
抄
に
基
づ
く
も
の

で
、
そ
の
引
書
は
、
天
台
三
大
部
と
そ
の
注
釈
書
、
「
法
苑
珠
林
」
等
が
主
体
を
な
し
て
い
る
が
、
外
典
・
俗
書
の

活
用
も
認
め
ら
れ
る
。

(1)

各
巻
の
「
門
」
と
「
収
録
話
数
」
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
は

で
、
門
は
〇
で
示
し
た
。

巻
一
〇
六
道
門
（
三
十
二
話
）、
〇
傍
生
（
三
十
四
話
）、
〇
人
間
（
二
十
一
話
）
、
〇
天
上
（
十
八
話
）

巻
二
〇
三
乗
門
（
三
十
四
話
）、
〇
仏
身
門
（
三
十
八
話
）

巻
三
〇
経
法
門
（
五
十
話
）、
〇
僧
衣
門
（
六
十
九
話
）

巻
四
〇
修
行
門
（
三
十
六
話
）、
〇
供
養
門
（
三
十
二
話
）、
〇
屋
舎
門
（
二
十
八
話
）

巻
五
〇
恩
孝
門
（
六
十
話
）、
〇
神
祇
門
（
五
十
六
話
）

巻
六
〇
員
数
門
（
五
十
五
話
）、
〇
字
義
門
（
七
十
六
話
）、
〇
時
節
門
（
十
八
話
）

巻
七
〇
国
土
門
（
三
十
九
話
）、
〇
草
木
門
（
二
十
三
話
）、
〇
器
財
門
（
二
十
三
話
）、

〇
医
薬
門
（
三
十
五
話
）

巻
八
〇
無
常
門
（
三
十
七
話
）、
〇
不
浄
門
（
四
話
）
、
〇
苦
患
門
（
六
話
）、
〇
愚
惑
門
（
三
十
二
話
）

巻
九
〇
勧
学
門
（
四
十
四
話
）、
〇
摂
折
門
（
十
二
話
）、
〇
雑
語
門
（
三
十
四
話
）

巻
十
〇
含
蔵
門
（
三
十
七
話
）

約
一
〇
〇
〇
に
わ
た
る
説
話
は
、
各
門
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
配
置
さ
れ
、
門
ご
と
に
通
し
番
号
で
話
数
が
振
ら
れ
て
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い
る
。
記
事
は
、
短
い
も
の
は
一
行
、
長
い
も
の
は
数
丁
に
わ
た
る
。

各
話
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
話
数
の
直
後
に
話
の
概
略
を
「
～
事
」
に
続
く
形
で
示
し
て
い
る
。
改
行
後
、
冒
頭

に
経
典
名
を
一
～
二
文
字
程
度
の
略
称
で
示
し
、「
云
」
以
下
に
引
用
す
る
。
引
用
の
終
わ
り
は
、「
也
」「
文
」「
云
云
」

な
ど
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
後
、「
同
云
」
「
又
云
」
と
し
て
同
書
の
別
の
箇
所
を
引
く
か
、
再
度
、
別
の
「
経

典
の
略
称
」
を
示
し
て
、
他
の
経
典
の
類
話
を
引
く
。
頻
出
す
る
経
典
は
、
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
『
法
苑
珠
林
』
『
摩
訶

止
觀
』
『
釋
氏
要
覽
』
『
法
華
文
句
記
』
『
法
華
玄
義
釋
籤
』
な
ど
で
、
略
称
は
そ
れ
ぞ
れ
「
弘
」
「
法
苑
」
「
止
觀
」
「
要

覽
」
「
記
」
「
籤
」
で
あ
る
。
経
典
の
引
用
の
み
で
終
わ
る
場
合
も
あ
る
が
、
つ
づ
け
て
注
釈
書
や
俗
典
の
類
を
引
く
場

合
も
あ
る
。
漢
籍
で
は
、
『
蒙
求
』
『
千
字
文
』
『
論
語
』
『
事
林
広
記
』
な
ど
、
和
書
で
は
、
『
万
葉
集
』
『
枕
草
子
』
『
宝

物
集
』
『
沙
石
集
』
『
十
訓
抄
』
『
金
葉
和
歌
集
』
『
俊
頼
髄
脳
』
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
出
典
が
不
明
で
あ
る
場
合

は
、「
有
云
」「
或
人
云
」
の
よ
う
に
、
口
伝
と
し
て
収
載
す
る
傾
向
に
あ
る
。
注
記
表
現
と
し
て
「
可
レ

思
レ

之
」
や
「
委

見
タ
リ

」
な
ど
、
読
者
へ
の
指
示
と
取
れ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
注
記
は
多
く
の
場
合
、
「
小
字
双
行
」
で
示
さ
れ
る
。

先
行
す
る
研
究
で
は
、
主
に
出
典
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

牧
野
和
夫
氏
は
、

平
安
時
代
か
ら
室
町
末
期
近
世
初
頭
頃
に
到
る
各
時
代
の
成
立
の
幅
広
い
引
書
（
孫
引
き
等
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
）
に
基
づ
く
輯
成
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
主
に
小
字
双
行
の
割
注
形
式
を
以
て
示
さ
れ
た
「
法
華

題
目
抄
」
「
開
目
抄
」
「
録
外
曾
谷
抄
」
「
知
謗
法
論
」
等
の
名
で
あ
り
、
日
蓮
の
著
作
類
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
『
類
雑
集
』
の
刊
・
写
本
が
日
蓮
宗
内
を
中
心
に
流
伝
し
て
い
た
と
覚
し
い
事
実
と
符
合

し
て
、『
類
雑
集
』
刊
行
時
に
日
蓮
宗
関
係
者
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
、
日
蓮
宗
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

(2)

清
水
宥
聖
氏
は
、
「
『
類
雑
集
』
編
者
が
閲
覧
し
て
い
た
『
言
泉
集
』
は
叡
山
文
庫
本
系
統
」
で
あ
る
と
特
定
し
て
い

る
。

(3)

拙
稿
で
は
、
『
類
雑
集
』
巻
六
「
十
二
月
ノ
異
名
事
」
で
は
『
塵
荊
抄
』
に
沿
っ
て
配
列
し
、
基
礎
事
項
を
示
し
た
後

で
『
下
学
集
』
に
拠
っ
て
補
記
し
て
い
る
こ
と
、
『
類
雑
集
』
巻
八
「
死
苦
事
」
に
見
え
る
漢
詩
と
和
歌
五
首
を
『
宝
物

(4)

集
』
の
伝
本
十
一
種
と
比
較
し
た
結
果
、
『
宝
物
集
』
第
二
種
七
巻
本
系
統
が
最
も
近
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら

(5)

に
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
三
十
四
首
の
「
和
歌
」
を
も
と
に
出
典
考
証
を
行
い
、
『
沙
石
集
』
は
略
本
系
、
『
金
葉
和
歌

集
』
は
再
撰
二
度
本
系
統
の
う
ち
精
選
本
系
ま
た
は
中
間
本
系
、
『
宝
物
集
』
は
第
二
種
七
巻
本
系
統
の
う
ち
久
遠
寺
本

に
属
す
る
伝
本
、『
法
華
初
心
成
仏
抄
』
は
朝
師
本
と
特
定
し
た
。

(6)

直
近
で
は
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
を
代
表
し
て
平
間
尚
子
氏
が
執
筆
を
行
っ
た
、
『
類

雑
集
』
巻
八
「
術
婆
伽
事
」
の
出
典
に
関
す
る
論
考
も
あ
る
。

(7)

そ
の
ほ
か
、
『
類
雑
集
』
の
表
現
に
関
し
て
、
『
類
雑
集
』
約
五
〇
〇
例
の
「
敬
語
表
現
」
の
う
ち
、
一
五
〇
例
が
原

拠
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
敬
語
表
現
で
あ
る
こ
と
、
「
僧
」
二
十
一
例
中
十
三
例
が
日
蓮
お
よ
び
日
蓮
宗
関
係
者
へ
の
敬

意
で
あ
る
こ
と
、
『
八
雲
御
抄
』
の
「
御
」
に
「
コ
」
と
振
る
の
は
日
蓮
宗
の
慣
習
的
な
読
み
の
影
響
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
た
。

(8)



— 6 —

- 6 -

三
、
「
蛇
」
の
用
例

『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
が
確
認
で
き
る
の
は
、
計
六
十
八
例
、
三
十
七
話
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
巻
数
、
門
名
、
通
し
番
号
、
話
数
、
話
題
、
概
要
を
整
理
し
た
。
な
お
、
各
話
の
詳
細
と
「
蛇
」
の
該

当
箇
所
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
割
愛
す
る
が
、
代
表
的
な
も
の
を
後
述
す
る
【
資
料

編
】
に
掲
載
し
た
。

【
本
文
編
】

巻
一

〇
六
道
門

①
二
十
話
「
地
獄
事
」
…
地
獄
の
描
写
に
お
い
て
、「
毒
」
を
吐
く
八
万
四
千
の
「
大
蛇
」
が
登
場
す
る
。

②
二
十
七
話
「
畜
類
有
四
生
事
」
…
出
生
の
四
形
態
の
う
ち
、
卵
生
の
例
と
し
て
「
蚖
蛇
」
が
挙
が
る
。

〇
傍
生

③
六
話
「
龜
毛
兔
角
ノ

在
無
ノ

事
」
…
実
在
し
な
い
も
の
の
喩
え
の
一
つ
と
し
て
、「
蛇
足
」
が
挙
が
る
。

④
十
七
話
「
鴆
鳥
事
」
…
毒
鳥
「
鴆
」
は
蛇
を
食
す
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
蛇
は
「
毒
蛇
」
を
指
す
か
。

⑤
十
九
話
「
虵
頭
與
レ

尾
爭
事
」
…
「
瞋
恚
」
の
例
と
し
て
、
一
匹
の
蛇
が
頭
と
尾
で
争
う
話
を
挙
げ
る
。

⑥
二
十
話
「
畜
生
變
化
ス
ル

事
」
…
長
い
年
月
を
経
た
動
物
が
別
の
も
の
に
変
化
す
る
例
の
一
つ
と
し
て
、
蛇
が
挙
が
る
。
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⑦
二
十
三
話
「
七
歩
虵
事
」
…
蛇
の
「
毒
」
性
が
強
く
、
八
歩
に
至
ら
ず
、
七
歩
で
力
尽
き
る
話
を
記
す
。

⑧
二
十
五
話
「
龍
受
二

三
熱
一

阿
耨
池
龍
不
レ

受
レ

熱
事
」
…
阿
耨
達
龍
王
以
外
の
諸
龍
は
「
三
熱
」
を
受
け
、「
蛇
身
」

あ
の
く
だ
つ
り
ゅ
う
お
う

を
得
る
と
記
す
。

⑨
二
十
六
話
「
鴿
鳥
虵
鹿
雜
談
」
…
四
種
の
禽
獣
が
寄
り
合
い
、
蛇
は
、
世
の
中
で
最
も
苦
し
い
も
の
は
「
瞋
恚
」
と

い
う
「
毒
意
」
だ
と
述
べ
る
。

巻
二

〇
三
乗
門

⑩
二
話
「
身
子
瞋
恚
事
」
…
身
子
（
舎
利
弗
）
は
前
世
「
蛇
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
瞋
恚
」
に
囚
わ
れ
る
。

⑪
十
八
話
「
槃
特
鈍
根
因
縁
事
」
…
周
利
槃
特
は
、「
蛇-

奴
」
と
も
翻
訳
さ
れ
る
。

⑫
十
九
話
「
莎
伽
陀
比
丘
飲
酒
戒
ノ

因
縁
事
」
…
莎
伽
陀
比
丘
と
「
悪
龍
」
の
神
通
力
の
描
写
の
な
か
で
、
龍
が
「
毒

蛇
」
や
蝮
な
ど
を
降
ら
し
た
と
す
る
。

巻
三
な
し

巻
四

〇
修
行
門

⑬
三
十
二
話
「
戒
滿
事
」
…
か
つ
て
の
釈
迦
「
毒
龍
」
が
戒
を
受
け
て
眠
る
と
、「
蛇
」
の
よ
う
な
形
状
に
な
り
、
猟
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師
に
皮
を
剝
が
さ
れ
る
。

〇
屋
舎
門

⑭
二
十
一
話
「
五
趣
生
死
輪
」
…
鳩
は
「
貪
」、
蛇
は
「
瞋
」、
猪
は
「
痴
」
の
象
徴
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

巻
五

〇
神
祇
門

⑮
三
十
一
話
「
神
ノ

形
皆
蛇
身
也
ト

云
事
」
…
神
が
「
蛇
身
」
で
あ
る
の
は
、
日
夜
、
衆
生
の
「
貪
瞋
痴
」
を
吸
う
た
め

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
三
熱
」
の
「
毒
蛇
」
と
な
る
こ
と
を
説
く
。

⑯
三
十
二
話
「
虵
―
神
ノ

誓
願
ニ

信
ス
ル

人
ヲ

堕
二
ス

虵
道
一
ニ

事
」
…
諸
神
は
「
蛇
身
」
で
あ
り
、
信
じ
る
人
間
は
蛇
道
（
死

後
、
蛇
身
に
生
ま
れ
か
わ
る
世
界
）
に
堕
ち
る
と
い
う
。

⑰
三
十
五
話
「
蟻
通
明
神
事
」
…
蟻
通
明
神
の
説
明
の
な
か
で
、
親
に
「
蛇
」
の
雌
雄
の
判
別
方
法
を
問
う
た
話
を
挙

げ
る
。

⑱
五
十
三
話
「
犬
神
明
神
本
跡
事
」
…
「
大
蛇
」
を
食
い
殺
し
た
犬
を
祀
っ
た
の
が
犬
神
明
神
だ
と
い
う
。

巻
六

〇
時
節
門

⑲
十
一
話
「
五
節
供
事
」
…
端
午
の
節
句
の
由
来
と
し
て
、
国
か
ら
「
毒
蛇
」
を
追
い
払
う
た
め
に
、
蛇
に
似
た
菖
蒲

を
刻
ん
だ
り
、
蛇
の
子
に
似
た
粽
巻
を
食
し
た
り
す
る
と
述
べ
る
。
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巻
七

〇
国
土
門

⑳
二
十
六
話
「
北
州
事
」
…
北
州
（
北
鬱
単
越
）
に
は
「
蚊
虻
蚖
蛇
悪
獣
」
が
存
在
し
な
い
と
語
ら
れ
る
。

ほ
く
う
っ
た
ん
お
つ

〇
器
財
門

㉑

六
話
「
驪
龍
頷
下
ノ

珠
ト

云
事
」
…
大
施
太
子
が
黒
い
「
毒
龍
」
の
顎
の
下
を
探
っ
て
珠
を
得
る
説
話
中
に
、「
毒
蛇
」

の
語
が
見
え
る
。

㉒

十
九
話
「
笙
之
事
」
…
笙
を
作
っ
た
女
媧
の
下
半
身
は
「
蛇
体
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。

〇
医
薬
門

㉓

十
四
話
「
蛇
ノ

影
ノ

移
ル
ヲ

呑
テ

病
ル

事
」
…
死
ん
だ
蛇
や
絵
画
の
蛇
の
影
を
映
し
た
盃
を
飲
む
こ
と
で
、
病
を
得
た
こ

と
を
述
べ
る
。

巻
八

〇
無
常
門

㉔

二
十
一
話
「
無
常
要
文
等
」
…
怨
み
、
危
害
を
加
え
る
こ
と
に
親
し
む
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、
比
喩
と
し

て
、
そ
れ
は
「
毒
蛇
」
が
箱
に
入
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
説
く
。

㉕

二
十
六
話
「
隙
行
駒
ノ

事
」
…
二
鼠
が
走
り
、
鳥
が
飛
び
、
「
四
蛇
」
が
争
い
、
駒
が
通
り
過
ぎ
る
間
に
、
無
常
の
身

は
死
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
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㉖

三
十
話
「
仁
王
経
四
非
常
偈
事
」
…
『
仁
王
経
』
の
偈
の
な
か
に
「
四
蛇
」
が
見
え
る
。

㉗

三
十
二
話
「
黒
白
鼠
等
事
」
…
無
常
の
喩
え
の
な
か
で
、
黒
白
の
鼠
が
樹
を
齧
り
、
井
戸
の
四
辺
を
「
四
ノ
毒
蛇
」

が
囲
い
、
そ
の
井
戸
の
下
に
「
三
ノ
大
毒
竜
」
が
い
る
と
い
う
。

〇
苦
患

㉘

三
話
「
苦
―
々
壊
―
苦
行
―
苦
事
」
…
人
体
は
「
四
大
」
と
い
う
四
要
素
で
で
き
て
い
る
。
比
喩
と
し
て
、
そ
れ
は

ま
る
で
、「
四
蛇
」
が
一
つ
の
箱
に
入
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
述
べ
る
。

〇
愚
惑
門

㉙

十
一
話
「
可
二

慎
睡
眠
一

事
」
…
比
喩
と
し
て
「
毒
蛇
」
と
同
室
に
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
説
く
。

㉚

二
十
六
話
「
誠
二

睡
眠
一

事
」
…
右
に
同
じ
く
、
比
喩
と
し
て
「
毒
蛇
」
と
同
室
に
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
説
く
。

㉛

二
十
八
話
「
妄
語
過
罪
事
」
…
比
喩
と
し
て
、
妄
語
は
口
の
中
に
「
毒
蛇
」
が
あ
る
状
態
と
同
じ
で
あ
る
と
説
く
。

㉜

三
十
二
話
「
依
業
報
受
悪
身
事
」
…
臨
終
の
際
、
邪
見
を
お
こ
す
と
悪
道
に
堕
ち
る
。
淫
欲
が
盛
ん
な
者
は
鳥
類
に
、

「
瞋
恚
」
が
盛
ん
な
者
は
「
蚖
蝮
蛇
蠍
」
に
、
愚
痴
が
盛
ん
な
者
は
猪
等
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

巻
九
な
し

巻
十

〇
含
蔵
門

㉝

十
三
話
「
棄
老
国
事
」
…
棄
老
の
国
で
、
二
匹
の
蛇
の
雌
雄
を
判
別
す
る
方
法
を
伝
授
さ
れ
る
。

㉞

十
六
話
「
仏
供
―
二

養
玉
フ

法
一
ヲ

所
以
ノ

事
」
…
偈
中
の
比
喩
と
し
て
、
蛇
の
「
蛇
足
」
を
知
る
が
如
く
で
あ
る
と
説
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明
さ
れ
る
。

㉟

十
七
話
「
嫌
女
人
諸
文
事
」
…
「
刀
火
雷
電
霹
靂
怨
家
毒
蛇
」
の
類
よ
り
、
「
女
人
ノ
慳
妬
瞋
諂
妖
穢
闘
諍
貪
嫉
」

に
近
づ
く
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。

㊱

二
十
三
話
「
勧
修
之
要
文
事
」
…
伝
教
大
師
の
要
文
中
に
、「
四
蛇
」
の
語
が
登
場
す
る
。

㊲

二
十
七
話
「
不
殺
生
戒
事
」
…
殺
生
の
十
罪
の
四
に
、
衆
生
が
恐
れ
る
こ
と
は
蛇
が
寅
を
見
る
が
如
く
で
あ
る
と
の

比
喩
が
見
え
る
。

四
、
関
連
語
の
分
析

本
項
で
は
「
蛇
」
の
「
関
連
語
」
を
挙
げ
、
特
徴
を
考
察
す
る
。
こ
の
「
関
連
語
」
と
は
、
「
蛇
」
と
と
も
に
「
熟
語

や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
、
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
指
す
も
の
と
す
る
。
以
下
に
、
特
徴
的
な

語
を
十
一
項
目
挙
げ
、
該
当
す
る
説
話
の
番
号
を
示
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
、
「
語
の
辞
書
的
定
義
」
や
「
本
文
」
、
「
経

典
の
記
述
」
を
確
認
し
、
文
脈
の
理
解
に
努
め
る
。

（
１
）
毒
（
蛇
）

→
①
④
⑦
⑨
⑩
⑫
⑮
⑲
㉑
㉔
㉗
㉙
㉚
㉛
㉟

（
２
）
蚖
（
蛇
）

→
②
⑳
㉜
㉟

（
３
）
大
（
蛇
）

→
①
⑱
㉟

（
４
）
四
蛇
（
四
大
）

→
㉕
㉖
㉗
㉘
㊱
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（
５
）
瞋
恚

→
⑤
⑨
⑩
⑭
⑮
㉜
㉟

（
６
）
怨

→
⑲

（
７
）
火
（
炎
）

→
①
㉛

（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
→
⑧
⑫
⑬
㉑

（
９
）
三
熱

→
⑧
⑮

（

）
蛇
身
（
蛇
体
）

→
⑧
⑮
⑯
㉒

10
（

）
蛇
足

→
③
㉞

11右
に
示
し
た
と
お
り
、
「
蛇
」
は
（
１
）
「
毒
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
頻
度
が
高
い
。
①
④
⑦
⑨
⑩
⑫
⑮
⑲
㉑
㉔
㉗
㉙

㉚
㉛
㉟
の
話
で
「
毒
」
の
語
が
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
多
く
は
「
毒
蛇
」
と
い
う
熟
語
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
文
脈
で

使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
（
２
）
「
蚖
」
で
あ
り
、
②
⑳
㉜
㉟
の
話
で
確
認
で
き
る
。
な
お
、
『
大
漢
和
辞
典

デ
ジ
タ
ル
版

十
巻
』
（
大
修
館
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
「
蚖
」
一
語
の
場
合
に
は
「
い
も
り
」
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
「
蚖
蛇
」
と

熟
語
の
場
合
に
は
「
ま
む
し
」
ま
た
は
、「
蛇
」
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。「
ま
む
し
」
は
毒
蛇
で
あ
る
た
め
、（
１
）

と
（
２
）
は
、
ほ
ぼ
同
じ
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
「
大
」
は
①
⑱
㉟
で
確
認
で
き
、
す
べ
て
が
熟
語
で
あ
る
。
文
脈
上
は
「
蛇
」
だ
け
で
通
じ
る
が
、
巨
大
な
も

の
へ
の
恐
怖
や
、
迫
力
を
演
出
す
る
た
め
に
「
大
蛇
」
と
形
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
「
四
蛇
（
四
大
）
」
と
は
、
『
大
漢
和
辞
典

デ
ジ
タ
ル
版

十
巻
』
（
大
修
館
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
蛇
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
「
地
・
水
・
火
・
風
」
の
四
大
要
素
を
蛇
に
喩
え
た
表
現
で
あ
る
。
『
類
雑
集
』
で
は
、
㉕
㉖
㉗
㉘
㊱
の
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よ
う
に
、「
無
常
」
の
喩
え
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
「
瞋
恚
」
は
、
「
い
か
り
う
ら
む
」
こ
と
で
あ
り
、
「
三
毒
」
の
一
つ
、
「
十
悪
」
の
一
つ
で
も
あ
る
。
「
蛇
」
は

「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
関
連
語
」
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
瞋
恚
」
に
ま

つ
わ
る
話
、
具
体
的
に
は
⑤
⑨
⑩
⑭
⑮
㉜
㉟
を
と
り
あ
げ
て
、
該
当
本
文
の
翻
刻
を
つ
ぎ
に
掲
載
し
た
い
。
な
お
、
丸
囲

み
数
字
で
示
し
た
説
話
の
通
し
番
号
は
、
前
述
し
た
６
ペ
ー
ジ
か
ら
１
１
ペ
ー
ジ
の
番
号
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
資
料
編
】
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⑤
（
『
類
雑
集
』
巻
一-

十
九
話
「
虵
頭
與
レ

尾
爭
事
」
）

⑨
（
『
類
雑
集
』
巻
一-

二
十
六
話
「
鴿
鳥
虵
鹿
雜
談
」
）

- 13 -

よ
う
に
、「
無
常
」
の
喩
え
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
「
瞋
恚
」
は
、
「
い
か
り
う
ら
む
」
こ
と
で
あ
り
、
「
三
毒
」
の
一
つ
、
「
十
悪
」
の
一
つ
で
も
あ
る
。
「
蛇
」
は

「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
関
連
語
」
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
瞋
恚
」
に
ま

つ
わ
る
話
、
具
体
的
に
は
⑤
⑨
⑩
⑭
⑮
㉜
㉟
を
と
り
あ
げ
て
、
該
当
本
文
の
翻
刻
を
つ
ぎ
に
掲
載
し
た
い
。
な
お
、
丸
囲

み
数
字
で
示
し
た
説
話
の
通
し
番
号
は
、
前
述
し
た
６
ペ
ー
ジ
か
ら
１
１
ペ
ー
ジ
の
番
号
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
資
料
編
】
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⑤
（
『
類
雑
集
』
巻
一-

十
九
話
「
虵
頭
與
レ

尾
爭
事
」
）

⑨
（
『
類
雑
集
』
巻
一-

二
十
六
話
「
鴿
鳥
虵
鹿
雜
談
」
）
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⑩
（
『
類
雑
集
』
巻
二-

二
話

「
身
子
瞋
恚
事
」）
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⑭
（
『
類
雑
集
』
巻
四-

二
十
一
話
「
五
趣
生
死
輪
」）
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⑮
（
『
類
雑
集
』
巻
五-

三
十
一
話
「
神
ノ

形
皆
蛇
身
也
ト

云
事
」
）
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㉜
（
『
類
雑
集
』
巻
八-

三
十
二
話
「
依
業
報
受
悪
身
事
」
）
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㉟
（
『
類
雑
集
』
巻
十-

十
七
話
「
嫌
女
人
諸
文
事
」）
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「
瞋
恚
」
と
「
蛇
」
を
結
び
つ
け
る
重
要
経
典
が
、『
理
趣
経
』
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、
大
場
朗
氏
は
、

「
密
教
教
理
上
の
要
文
と
な
っ
て
お
り
、
以
後
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

(9)

応
建
立
曼
荼
羅
。
中
央
画
観
自
在
菩
薩
。
如
本
儀
形
、
前
安
金
剛
法
、
右
安
金
剛
利
、
左
安
金
剛
因
、
後
安
金
剛

語
。
於
四
内
外
隅
、
各
安
四
内
外
供
養
。
於
東
門
画
天
女
形
、
表
貪
慾
。
南
門
画
蛇
形
表
嗔
。
西
門
画
猪
形
表
癡
。

北
門
画
蓮
華
形
表
涅
槃
。
得
入
此
輪
壇
、
至
無
上
菩
提
、
一
切
諸
惑
皆
不
得
染
汚
。
（
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
一

九
、
六
一
二
頁
、
ａ

～
ｂ
６
）

29

ま
さ
に
曼
荼
羅
を
建
立
す
べ
し
。
中
央
に
観
自
在
菩
薩
を
画
け
。
本
の
儀
形
の
如
く
、
前
に
金
剛
法
を
安
ん
じ
、
右

に
金
剛
利
を
安
ん
じ
、
左
に
金
剛
因
を
安
ん
じ
、
後
に
金
剛
語
を
安
ん
ず
。
四
の
内
外
の
隅
に
各
々
四
の
内
外
の
供

養
を
安
ん
ず
。
東
門
に
天
女
形
を
画
き
、
貪
慾
を
表
す
。
南
門
に
蛇
形
を
画
き
、
瞋
を
表
わ
す
。
西
門
に
猪
形
を
画

き
、
癡
を
表
わ
す
。
北
門
に
蓮
華
形
を
画
き
、
涅
槃
を
表
わ
す
。
こ
の
輪
壇
に
入
る
こ
と
を
得
て
、
無
上
の
菩
提
に
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至
り
、
一
切
の
諸
惑
、
皆
、
染
汚
す
る
こ
と
を
得
ず
。(

『
理
趣
経
釈
』
（
宮
坂
宥
勝
訳
注
『
密
教
経
典
』
講
談

社
学
術
文
庫

、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
七
月
、

～

頁
）

2062

399

400

さ
ら
に
、（
５
）「
瞋
恚
」
と
同
様
に
使
わ
れ
る
の
が
（
６
）「
怨
」
で
、
つ
ぎ
に
掲
載
す
る
⑲
の
本
文
が
該
当
す
る
。「
瞋

恚
」
に
「
怨
む
」
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
５
）
と
（
６
）
は
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑲
（
『
類
雑
集
』
巻
六-

十
一
話
「
五
節
供
事
」

- 24 -

至
り
、
一
切
の
諸
惑
、
皆
、
染
汚
す
る
こ
と
を
得
ず
。(

『
理
趣
経
釈
』
（
宮
坂
宥
勝
訳
注
『
密
教
経
典
』
講
談

社
学
術
文
庫

、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
七
月
、

～

頁
）

2062

399

400

さ
ら
に
、（
５
）「
瞋
恚
」
と
同
様
に
使
わ
れ
る
の
が
（
６
）「
怨
」
で
、
つ
ぎ
に
掲
載
す
る
⑲
の
本
文
が
該
当
す
る
。「
瞋

恚
」
に
「
怨
む
」
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
５
）
と
（
６
）
は
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑲
（
『
類
雑
集
』
巻
六-

十
一
話
「
五
節
供
事
」
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な
お
、
「
瞋
恚
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
語
と
し
て
（
７
）
「
火
（
炎
）
」
が
あ
り
、
こ
の
語
を
含
む
説
話
が
①
㉛
に
確
認
で

き
る
が
、『
類
雑
集
』
に
お
い
て
は
直
接
「
瞋
恚
」
と
関
わ
る
文
脈
で
は
な
い
。

（
８
）「
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）」
が
用
い
ら
れ
る
例
話
と
し
て
、
⑧
⑫
⑬
㉑
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
蛇
や
龍
の
苦
し
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
（
９
）
「
三
熱
」
で
あ
り
、
こ
の
説
明
に
紙
幅
を
割
い
た
の
が
⑧

で
あ
る
。
『
日
本
佛
教
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
三
熱
」
と
は
、
「
龍
蛇
が
受
け
る
三
種
の
激
し
い
苦
悩
」
で
、
「
一
は
、

熱
風
熱
砂
で
身
を
焼
か
れ
る
苦
し
み
。
二
は
、
暴
風
の
た
め
に
居
所
な
ど
を
失
う
苦
し
み
。
三
は
、
金
翅
鳥
に
捕
え
ら
れ

食
わ
れ
る
苦
し
み
。
」
と
あ
る
。

⑮
に
は
三
熱
の
仔
細
は
な
い
が
、
神
が
人
の
「
貪
瞋
痴
」
を
吸
い
取
っ
た
が
た
め
に
「
蛇
身
」
と
な
り
、
「
邪
身
」
と

な
っ
た
が
ゆ
え
に
「
三
熱
」
を
受
け
る
と
因
果
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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⑧
（
『
類
雑
集
』
巻
一-

二
十
五
話
「
龍
受
二

三
熱
一

阿
耨
池
龍
不
レ

受
レ

熱
事
」）

（

）
「
蛇
身
（
蛇
体
）
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
⑧
⑮
⑯
㉒
で
、
蛇
以
外
の
龍
や
神
の
体
を
表
す
語
と
し
て
用
い

10

ら
れ
る
。

（

）「
蛇
足
」
は
③
㉞
に
見
え
、
い
ず
れ
も
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

11
本
項
で
は
「
蛇
」
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
「
関
連
語
」
を
十
一
項
目
取
り
あ
げ
、
適
宜
、
「
定
義
」
「
本
文
」
「
経
典
」

な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
文
脈
を
押
さ
え
た
。
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五
、
小
結

本
稿
の
目
的
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
」
が
ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
「
関
連
語
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
『
類
雑
集
』
の
「
基
礎
的
事
項
」
を
確
認
し
た
。
『
類
雑
集
』
十
巻
の
構
成
や
収
録
話
数
を
一
覧
表
に

ま
と
め
、
約
一
〇
〇
〇
話
の
例
話
が
門
ご
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
各
話
の
記
述
の
法
則
な
ど
を
報
告
し
た
。
先

行
研
究
で
は
、
引
用
書
の
う
ち
幾
つ
か
の
文
献
が
伝
本
レ
ベ
ル
ま
で
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

つ
ぎ
に
、
「
蛇
」
の
用
例
、
計
六
十
八
例
、
計
三
十
七
話
を
整
理
し
た
。
こ
の
三
十
七
話
の
翻
刻
は
、
近
世
唱
導
文
芸

研
究
会
が
報
告
し
た
翻
刻
を
も
と
に
、
紙
幅
の
関
係
上
、
代
表
的
な
も
の
を
第
四
項
【
資
料
編
】
に
掲
出
し
た
。
ま
た
、

第
三
項
の
【
本
文
編
】
で
は
、
各
話
の
概
要
を
一
、
二
行
程
度
に
ま
と
め
た
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
話
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
関
連
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
記
載
し
た
。

さ
ら
に
、
「
関
連
語
」
を
十
一
項
目
挙
げ
、
「
そ
の
語
を
含
む
説
話
の
番
号
」
「
定
義
」
「
本
文
」
「
経
典
」
な
ど
を
確
認

し
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
「
蛇
」
と
関
連
性
が
あ
る
の
は
「
毒
（
蛇
）
」
、
そ
れ
と
同
義
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
「
蚖

（
蛇
）
」
、
強
調
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
大
（
蛇
）
」
、
仏
教
語
で
四
大
要
素
を
表
す
「
四
蛇
（
四
大
）
」
、
同
じ
く
仏

教
語
で
自
分
の
心
に
逆
ら
う
も
の
を
怒
り
恨
む
「
瞋
恚
（
瞋
）
」
、
そ
の
同
義
語
と
考
え
ら
れ
る
「
怨
」
、
「
瞋
恚
」
と
は

関
係
の
な
い
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
「
火
（
炎
）
」
、
蛇
と
似
た
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
」
、
龍
蛇
が

受
け
る
三
つ
の
苦
と
し
て
「
三
熱
」
、
蛇
以
外
の
も
の
が
蛇
の
形
状
に
な
っ
た
と
き
に
使
わ
れ
る
「
蛇
身
（
蛇
体
）
」
、
比
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喩
と
し
て
使
わ
れ
る
「
蛇
足
」
な
ど
、
一
定
の
法
則
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
回
は
、「
動
物
表
現
」
の
な
か
の
「
蛇
」
の
み
を
取
り
あ
げ
た
た
め
、
中
間
報
告
的
な
位
置
づ
け
の
発
表
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
「
蛇
以
外
の
動
物
表
現
」
、
と
り
わ
け
、
「
貪
」
を
象
徴
す
る
「
鳩
」
、
「
痴
」
を
象
徴
す
る
「
猪
」
な
ど
の
調
査

・
分
析
を
行
い
、
「
三
毒
」
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
や
特
徴
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
後
は
、
さ
ら
に
枠
を
広
げ
、
『
類
雑

集
』
に
お
け
る
「
比
喩
表
現
」
と
し
て
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
蛇
の
用
例

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
『
類
雑
集
』
以
外
の
仏
教
文

学
に
お
け
る
「
蛇
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
平
安
時
代
の
『
蜻
蛉

日
記
』
の
一
場
面
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
が
、
長
精
進
を
二
十
日
行
っ
た
際
に
み
た
夢
の
内
容
で
、
「
頭
を
と
り
お
ろ

し
て
額
を
分
く
」
、
ま
た
「
わ
が
腹
の
う
ち
な
る
蛇
あ
り
き
て
肝
を
食
む
、
こ
れ
を
治
せ
む
や
う
は
、
面
に
水
な
む
い
る

べ
き
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
十
日
ば
か
り
行
ひ
た
る
夢
に
、
わ
が

頭

を
と
り
お
ろ
し
て
、

額

を
分
く
と
見
る
。
悪
し
善
し
も
え
知
ら
ず
。
七

か
し
ら

ひ
た
ひ

わ

あ

よ

八
日
ば
か
り
あ
り
て
、
わ
が
腹
の
う
ち
な
る

蛇

あ
り
き
て
肝
を
食
む
、
こ
れ
を
治
せ
む
や
う
は
、

面

に
水
な
む

く
ち
な
は

き
も

は

ぢ

お
も
て

い
る
べ
き
と
見
る
。
こ
れ
も
悪
し
善
し
も
知
ら
ね
ど
、
か
く
記
し
お
く
や
う
は
、
か
か
る
身
の
果
て
を
見
聞
か
む
人
、

あ

よ

み

き
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夢
を
も
仏
を
も
用
ゐ
る
べ
し
や
、
用
ゐ
る
ま
じ
や
と
、
定
め
よ
と
な
り
。

(10)

こ
の
二
つ
の
夢
に
つ
い
て
、
大
場
朗
氏
は
、
前
者
の
夢
は
、
尼
姿
で
あ
り
出
家
を
意
味
し
、
後
者
の
夢
に
つ
い
て
は
、

蛇
と
真
言
密
教
の
思
想
信
仰
に
着
目
し
、
私
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
指
摘
を
含
む
の
で
、
長
文
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
に
引
用
を
し
て
お
き
た
い
。

は
じ
め
に
「
蛇
」
に
関
す
る
用
例
を
、
真
言
密
教
の
文
献
に
求
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
重
要
経
典
が
注
目
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
不
空
訳
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経
般
若
波
羅
密
多
理
趣
経
』（
理
趣
経
）
で
あ
る
。

（
中
略
）
さ
て
、
そ
の
『
理
趣
経
』
で
あ
る
が
、
同
経
は
同
じ
く
不
空
が
訳
し
た
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経

般
若
波
羅
密
多
理
趣
経
釈
』
（
理
趣
釈
、
理
趣
釈
経
と
も
）
を
以
て
解
釈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
『
理
趣

釈
』
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
く
だ
り
が
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
故
に
仏
、
「
金
剛
手
」
に
告
げ
て
言
わ
く
、
「
も
し
こ
の
理
趣
を
聞
い
て
、
受
持
し
読
誦
し
作
意
し
思
惟
す
る

こ
と
あ
ら
ば
、
設
い
諸
の
欲
に
住
す
と
も
、
猶
し
蓮
花
の
客
塵
の
諸
の
垢
の
た
め
に
染
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
く
、
疾
く

無
上
正
等
菩
提
を
証
す
べ
し
」
と
は
、
修
行
者
は
観
自
在
菩
薩
の
心
真
言
を
持
し
て
、
般
若
理
趣
を
成
就
せ
ん
こ
と

を
欲
求
す
。
ま
さ
に
曼
荼
羅
を
建
立
す
べ
し
。
中
央
に
観
自
在
菩
薩
を
画
け
。
本
の
儀
形
の
如
く
、
前
に
金
剛
法
を

安
ん
じ
、
右
に
金
剛
利
を
安
じ
、
左
に
金
剛
因
を
安
ん
じ
、
後
に
金
剛
語
を
安
ん
ず
。
四
の
内
外
の
隅
に
各
々
四
の

内
外
の
供
養
を
安
ん
ず
。
東
門
に
天
女
形
を
画
き
、
貪
慾
を
表
わ
す
、
南
門
に
蛇
形
を
画
き
、
瞋
を
表
わ
す
。
西
門

に
猪
形
を
画
き
、
癡
を
表
わ
す
。
北
門
に
蓮
華
形
を
画
き
、
涅
槃
を
表
わ
す
。
こ
の
輪
壇
に
入
る
こ
と
を
得
て
、
無

上
の
菩
提
に
至
り
、
一
切
の
諸
惑
、
皆
、
染
汚
す
る
こ
と
を
得
ず
。
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と
い
う
有
名
な
く
だ
り
で
あ
る
。
密
教
教
理
の
要
文
と
な
っ
て
お
り
、
以
後
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
引
用
文
中
に
「
設
い
諸
の
欲
に
住
す
と
も
、
猶
し
蓮
華
の
客
塵
の
諸
の

垢
の
た
め
に
染
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
く
」
と
あ
り
、
ま
た
「
こ
の
輪
壇
に
入
る
こ
と
を
得
て
、
無
上
の
菩
提
に
至
り
、

一
切
の
諸
惑
、
皆
、
染
汚
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
理
趣
の
実
践
に
よ
り
、
三
毒
（
貪
瞋
痴
）
か
ら
染

汚
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
践
者
は
三
毒
か
ら
解
放
さ
れ
浄
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。（
中
略
）

言
う
と
こ
ろ
の
内
容
を
簡
単
に
お
さ
え
る
と
、
こ
こ
に
は
、
『
理
趣
経
』
に
説
か
れ
た
仏
の
教
え
に
従
っ
て
修
行
者

が
実
践
す
る
と
無
上
菩
提
に
至
る
方
途
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
そ
の
方
途
で
あ
る
が
、
『
理
趣

釈
』
は
、
曼
荼
羅
を
描
く
の
が
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
中
央
に
観
自
在
菩
薩
（
観
音
菩
薩
）
を
描
き
、

東
南
北
西
の
四
門
に
そ
れ
ぞ
れ
天
女
形
、
蛇
形
、
猪
形
、
蓮
華
形
を
描
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
形
」
は
貪
慾
、

瞋
、
癡
、
涅
槃
を
表
わ
す
と
し
て
い
る
。

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
、
大
場
氏
は
、
「
蛇
」
に
「
瞋
」
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
蛇
を
含
む
観
自
在
菩
薩
理
趣
会

曼
荼
羅
を
日
々
の
修
行
で
観
想
す
る
こ
と
で
、
蜻
蛉
日
記
作
者
の
深
層
に
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
が
瞋
恚
を
伴
っ
て
刷
り
込
ま
れ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
蛇
の
夢
」
に
つ
い
て
は
、

長
精
進
に
お
け
る
行
法
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
『
理
趣
経
』
の
要
理
「
観
照
の
法
門
」
（
観
自
在
菩
薩
理
趣
会

曼
荼
羅
の
観
想
）
の
教
え
、
即
ち
、
蛇
で
表
象
さ
れ
る
瞋
恚
が
、
仏
道
修
行
や
菩
提
の
成
就
を
妨
げ
る
最
大
の
煩
悩

で
あ
る
と
い
う
教
説
を
知
り
、
そ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
就
寝
中
に
「
わ
が
腹
の
う
ち
な
る
蛇
あ
り
き
て
肝
を
食
む
」

と
い
う
夢
を
生
成
し
た
、
と
い
え
よ
う
。
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と
述
べ
て
い
る
。

大
場
氏
の
御
指
摘
は
、
平
安
時
代
の
女
流
作
家
で
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
の
菅
原
孝
標
女
は
、
密
教
の
詳
細
な
知
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
が
、
経
典
を
読
ん
で
理
解
し
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
密
教
の
行
の
実
践
が
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
夢
の
内
容
は
、
彼
女
の
仏
教
の
知
識
と
実
践
を
も
と
と

し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
密
教
の
知
識
が
な
い
と
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
翻
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、

「
蛇
」
は
、
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
『
理
趣
経
』
の
思
想
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
と
、
そ
の
思
想
が
、
『
類

雑
集
』
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
経
典
や
仏
教
文
学
作
品
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
総
合
的
に
精
査
し
、
『
類
雑
集
』
と
比
較
検
討
を
し

た
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
続
編
は
次
号
に
掲
載
し
た
い
。

今
こ
こ
で
、
本
稿
の
要
点
を
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
の

用
例
と
し
て
、
「
熟
語
や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴

か
ら
つ
ぎ
の
十
一
項
目
に
分
析
し
た
。（
１
）
毒
（
蛇
）（
２
）
蚖
（
３
）
大
蛇
（
４
）
四
蛇
（
四
大
）（
５
）
瞋
恚
（
６
）

怨
（
７
）
火
（
炎
）
（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
（
９
）
三
熱
（

）
蛇
身
（
蛇
体
）
（

）
蛇
足
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

10

11
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と
述
べ
て
い
る
。

大
場
氏
の
御
指
摘
は
、
平
安
時
代
の
女
流
作
家
で
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
の
菅
原
孝
標
女
は
、
密
教
の
詳
細
な
知
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
が
、
経
典
を
読
ん
で
理
解
し
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
密
教
の
行
の
実
践
が
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
夢
の
内
容
は
、
彼
女
の
仏
教
の
知
識
と
実
践
を
も
と
と

し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
密
教
の
知
識
が
な
い
と
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
翻
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、

「
蛇
」
は
、
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
『
理
趣
経
』
の
思
想
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
と
、
そ
の
思
想
が
、
『
類

雑
集
』
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
経
典
や
仏
教
文
学
作
品
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
総
合
的
に
精
査
し
、
『
類
雑
集
』
と
比
較
検
討
を
し

た
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
続
編
は
次
号
に
掲
載
し
た
い
。

今
こ
こ
で
、
本
稿
の
要
点
を
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
の

用
例
と
し
て
、
「
熟
語
や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴

か
ら
つ
ぎ
の
十
一
項
目
に
分
析
し
た
。（
１
）
毒
（
蛇
）（
２
）
蚖
（
３
）
大
蛇
（
４
）
四
蛇
（
四
大
）（
５
）
瞋
恚
（
６
）

怨
（
７
）
火
（
炎
）
（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
（
９
）
三
熱
（

）
蛇
身
（
蛇
体
）
（

）
蛇
足
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

10

11
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と
述
べ
て
い
る
。

大
場
氏
の
御
指
摘
は
、
平
安
時
代
の
女
流
作
家
で
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
の
菅
原
孝
標
女
は
、
密
教
の
詳
細
な
知
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
が
、
経
典
を
読
ん
で
理
解
し
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
密
教
の
行
の
実
践
が
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
夢
の
内
容
は
、
彼
女
の
仏
教
の
知
識
と
実
践
を
も
と
と

し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
密
教
の
知
識
が
な
い
と
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
翻
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、

「
蛇
」
は
、
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
『
理
趣
経
』
の
思
想
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
と
、
そ
の
思
想
が
、
『
類

雑
集
』
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
経
典
や
仏
教
文
学
作
品
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
総
合
的
に
精
査
し
、
『
類
雑
集
』
と
比
較
検
討
を
し

た
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
続
編
は
次
号
に
掲
載
し
た
い
。

今
こ
こ
で
、
本
稿
の
要
点
を
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
の

用
例
と
し
て
、
「
熟
語
や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴

か
ら
つ
ぎ
の
十
一
項
目
に
分
析
し
た
。（
１
）
毒
（
蛇
）（
２
）
蚖
（
３
）
大
蛇
（
４
）
四
蛇
（
四
大
）（
５
）
瞋
恚
（
６
）

怨
（
７
）
火
（
炎
）
（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
（
９
）
三
熱
（

）
蛇
身
（
蛇
体
）
（

）
蛇
足
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

10

11
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と
述
べ
て
い
る
。

大
場
氏
の
御
指
摘
は
、
平
安
時
代
の
女
流
作
家
で
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
の
菅
原
孝
標
女
は
、
密
教
の
詳
細
な
知
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
が
、
経
典
を
読
ん
で
理
解
し
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
密
教
の
行
の
実
践
が
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
夢
の
内
容
は
、
彼
女
の
仏
教
の
知
識
と
実
践
を
も
と
と

し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
密
教
の
知
識
が
な
い
と
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
翻
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、

「
蛇
」
は
、
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
『
理
趣
経
』
の
思
想
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
と
、
そ
の
思
想
が
、
『
類

雑
集
』
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
経
典
や
仏
教
文
学
作
品
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
総
合
的
に
精
査
し
、
『
類
雑
集
』
と
比
較
検
討
を
し

た
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
続
編
は
次
号
に
掲
載
し
た
い
。

今
こ
こ
で
、
本
稿
の
要
点
を
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
の

用
例
と
し
て
、
「
熟
語
や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴

か
ら
つ
ぎ
の
十
一
項
目
に
分
析
し
た
。（
１
）
毒
（
蛇
）（
２
）
蚖
（
３
）
大
蛇
（
４
）
四
蛇
（
四
大
）（
５
）
瞋
恚
（
６
）

怨
（
７
）
火
（
炎
）
（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
（
９
）
三
熱
（

）
蛇
身
（
蛇
体
）
（

）
蛇
足
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

10

11
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と
述
べ
て
い
る
。

大
場
氏
の
御
指
摘
は
、
平
安
時
代
の
女
流
作
家
で
『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
の
菅
原
孝
標
女
は
、
密
教
の
詳
細
な
知
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
が
、
経
典
を
読
ん
で
理
解
し
た
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
密
教
の
行
の
実
践
が
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
夢
の
内
容
は
、
彼
女
の
仏
教
の
知
識
と
実
践
を
も
と
と

し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
密
教
の
知
識
が
な
い
と
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
翻
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、

「
蛇
」
は
、
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
『
理
趣
経
』
の
思
想
が
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
と
、
そ
の
思
想
が
、
『
類

雑
集
』
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
と
、
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
経
典
や
仏
教
文
学
作
品
に
お
け
る
「
蛇
」
の
用
例
を
総
合
的
に
精
査
し
、
『
類
雑
集
』
と
比
較
検
討
を
し

た
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
続
編
は
次
号
に
掲
載
し
た
い
。

今
こ
こ
で
、
本
稿
の
要
点
を
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
北
林
茉
莉
代
氏
は
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
「
蛇
（
虵
）
」
の

用
例
と
し
て
、
「
熟
語
や
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
」
や
「
話
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
す
る
語
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴

か
ら
つ
ぎ
の
十
一
項
目
に
分
析
し
た
。（
１
）
毒
（
蛇
）（
２
）
蚖
（
３
）
大
蛇
（
４
）
四
蛇
（
四
大
）（
５
）
瞋
恚
（
６
）

怨
（
７
）
火
（
炎
）
（
８
）
龍
（
毒
龍
・
悪
龍
）
（
９
）
三
熱
（

）
蛇
身
（
蛇
体
）
（

）
蛇
足
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

10

11



— 32 —

- 32 -

用
例
は
、
第
三
項
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
た
い
。

（
１
）
（
２
）
「
蛇
」
「
蚖
」
は
「
毒
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
頻
度
が
高
く
、
多
く
が
「
毒
蛇
」
と
い
う
熟
語
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）「
大
蛇
」
は
、
巨
大
な
も
の
へ
の
恐
怖
や
迫
力
を
演
出
す
る
た
め
に
「
大
蛇
」
と
形
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）「
四
虵
（
四
大
）
」
は
「
地
・
水
・
火
・
風
」
の
四
大
要
素
を
蛇
に
喩
え
た
表
現
で
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
は
、「
無

常
」
の
喩
え
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）「
蛇
」
は
「
瞋
恚
」
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
「
瞋
恚
」
と
同
様
の
用
例
が
（
６
）「
怨
」
で
あ
る
。

ま
た
「
瞋
恚
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
語
と
し
て
（
７
）
「
火
（
炎
）
」
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
類
雑
集
』
に
お
い
て
は

直
接
「
瞋
恚
」
と
関
わ
る
文
脈
で
は
な
い
。

（

）「
蛇
身
（
蛇
体
）」
の
表
現
は
、
蛇
以
外
の
龍
や
神
の
体
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

10
（

）「
蛇
足
」
は
二
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

11以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
類
雑
集
』
で
は
、
「
毒
蛇
」
の
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
「
瞋
恚
」
や
「
怨
」
と
い
っ
た
用
例
が
、

確
認
で
き
た
。
一
方
で
、「
四
虵
（
四
大
）
」
の
よ
う
に
「
無
常
」
の
喩
え
で
あ
っ
た
り
、
「
蛇
身
（
蛇
体
）」
の
よ
う
に
、

龍
や
神
の
体
を
表
現
す
る
場
合
も
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
大
場
氏
の
『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
蛇
」
の
夢
に
は
、
日
記
作
者
の
体
験
し
て
い
る
仏
道
修
行
、
す
な
わ
ち
真
言
密

教
の
思
想
信
仰
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
、
三
毒
の
一
つ
、
「
瞋
恚
」
は
、
「
蛇
」
と
し
て
観
想
さ
れ
て
お
り
、
作
者
の
夢

の
表
現
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
今
回
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
毒
蛇
」

と
は
異
な
り
、
仏
道
修
行
に
お
け
る
良
き
験
と
し
て
の
「
く
ち
な
は
」
も
、
文
学
作
品
に
は
確
認
で
き
る
。
『
類
雑
集
』
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牧
野
和
夫
『
中
世
説
話
の
説
話
と
学
問
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）

頁
。

(1)

180

注

に
同
じ
。

(2)

(1)
清
水
宥
聖
「
『
言
泉
集
』
と
『
類
雑
集
』
」
（
『
国
文
学
踏
査
』
第
二
十
号
、
大
正
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
八
年

(3)三
月
）

北
林
茉
莉
代
「
慶
安
四
年
版
『
類
雑
集
』
巻
六
「
時
節
門
」
出
典
考
―
―
第
十
七
話
「
十
二
月
ノ
異
名
事
」
を

(4)中
心
に
―
―
」（
『
国
文
学
試
論
』
第
二
十
五
号
、
大
正
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

北
林
茉
莉
代
「
『
類
雑
集
』
に
お
け
る
『
宝
物
集
』
受
容
」（
『
国
文
学
試
論
』
第
二
十
五
号
、
大
正
大
学
国
文
学

(5)会
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

- 33 -

の
生
成
を
知
る
う
え
で
も
、
そ
れ
以
前
の
用
例
を
精
査
し
て
さ
ら
に
考
察
を
く
わ
え
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】
本
稿
の
第
二
項
～
第
五
項
は
、JSPS

科
研
費JP17K

13395

（
研
究
課
題
名
「
『
類
雑
集
』
か
ら
見
る
近
世
唱

導
の
生
成
と
展
開
」
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注
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北
林
茉
莉
代
「
『
類
雑
集
』
の
和
歌
に
み
る
編
纂
意
識
」（
『
国
文
学
踏
査
』
第
二
十
九
号
、
大
正
大
学
国
文
学
会
、

(6)二
〇
一
八
年
三
月
）

近
世
唱
導
文
芸
研
究
会
「
〔
共
同
研
究
〕『
類
雑
集
』
の
出
典

そ
の
（
１
）
―
―
「
術
婆
伽
説
話
」
を
手
が
か

(7)り
に
―
―
」（
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

平
間
尚
子
「
術
婆
伽
説
話
の
生
成
と
展
開
―
―
恋
は
病
か
、
破
戒
か
、
神
を
招
く
か
」『
宗
教
芸
能
と
し
て
の
能
楽
』
（
勉
誠

出
版
、
ア
ジ
ア
遊
学
二
六
五
号
、
二
〇
二
二
年
）

北
林
茉
莉
代
「
『
類
雑
集
』
表
現
考
（
一
）
―
―
敬
語
表
現
の
用
例
か
ら
―
―
」（
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論

(8)集
』
第
四
十
三
号
、
大
正
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

大
場
朗
「
『
蜻
蛉
日
記
』
と
密
教
―
―
「
菩
提
か
な
へ
た
ま
へ
と
ぞ
行
ふ
ま
ま
に
」
か
ら
「
蛇
と
水
の
夢
」
へ
―

(9)―
」（
『
中
古
文
学
』
第
一
〇
八
号
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
）
で
は
、
引
用
し
た
諸
書
と
し
て
、『
法
華
経
開
題
』『
理

趣
釈
重
釈
記
』『
行
林
抄
』『
開
心
抄
』『
薄
草
子
口
決
』『
秘
鈔
問
答
』
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
平
安
時
代
文
学
の
な

か
で
『
理
趣
経
』
の
名
前
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、『
う
つ
ほ
物
語
』『
梁
塵
秘
抄
』
を
挙
げ
る
。

『
蜻
蛉
日
記
』（
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
十
三
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
二
二
三
頁
。

(10)


